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UR都市機構 

「生きた建築ミュージアムフェスティバル大阪 2015」の参加について 

大阪市では、「大阪の歴史・文化、市民の暮らしぶりといった都市の営みの証であり、様々

な形で変化・発展しながら、今も生き生きとその魅力を物語る建築物等」を‘生きた建築’として

新たに定義づけ、特に都市魅力の向上に資する‘生きた建築’を「生きた建築ミュージアム・大

阪セレクション」として選定し、当機構からは西長堀団地（通称：西長堀アパート）が選定され

ているところです。 

今般、それらの建築物等の魅力発信を目的として、平成 27年 10月 31日（土）～11月 1

日（日）の 2日間、『生きた建築ミュージアムフェスティバル大阪 2015』（通称：イケフェス大阪

2015）※が開催され、西長堀団地においても、下記のとおりトークセミナーが開催されること

になりました。 

※2日間で 120のプログラムを開催する日本最大級の建築一斉公開イベント

当該団地は昭和 33年管理開始の関西初都市型賃貸住宅であり、団地北側のファサード

デザインや集会所の歴史的価値の高い壁画（吉原治良氏作）、またかつては森光子さんや

野村克也さんなどの有名人も居住していたという、大阪市内における UR 賃貸住宅の中でも

特筆して歴史的価値の高い建築物です。

※当該イベントパンフレットから抜粋 ※昨年度のイベントの模様

以 上 

http://www.city.osaka.lg.jp/toshiseibi/page/0000311452.html



